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日本呉音の全濁の清音化について
呉 英 玉

中国原音には全濁の無声音化によって、全濁音字が清音に変わった音韻現象がある。

それが日本にも伝わってきて、日本漢音の全濁字も清音として発音されるようになった。

ところが、漢音より古い時代に日本に伝わってきた呉音の全濁字音はどうなっているか。

本稿では保延二年本『法華経単字』をもってこれについて検討したい。

一

中国語音韻史において、清濁は切韻派と韻鏡派の二つに分けられる。

『広韻』
(1)
所引の陸法言『切韻』の序のはじめの部分に、

呉楚則時傷軽浅 燕趙則多傷重濁 秦隴則去声為入 梁益則平声似去…欲広文路

自可清濁皆通 若賞知音 即須軽重有異

と、「清濁」という言葉が用いられている。それから『広韻』巻五後付録にも「四声軽清

重濁法」がついている（唐蘭
(2)
氏は、これは他の韻書から移されたもので、『広韻』とは

関係がないと説明した）。これらの文献にみられる「清濁」について、唐蘭氏は、字音の

歴史的変化を検討した上で、声母ではなく韻母にかかわる用語であるとの見解を示した。

まず韻母の位置、即ち前寄り母音は清、後ろ寄り母音は濁である。また開口は清、合口

は濁である。それから韻母四等が最も清で、一等は最も濁であると纏めている。このよ

うに古い時代に清濁は韻母に関して用いられたものであったと思われる。

韻鏡派の分類は現代の清濁の考えに近いが、等韻学の成立後には確実に用いられた概

念であろう。江永『音学辨微』
(3)
にある説明が一番わかりやすい。ここの清濁は韻母では

なく声母に対する分類で、幇（非）端知見精照心審影暁は全清、滂（敷）透徹渓清穿は

次清、並（奉）定澄群従邪牀禅匣は全濁、明（微）泥嬢疑喩来日は次濁とわけられる。

要するに、清は声の振動のない音で、濁は声の振動のある音を指す。

韻鏡派の清濁（全清・次清・全濁・清濁）において、全清は無声無気音、次清は無声

有気音、全濁は有声音、清濁は有声鼻音である。日本語にはもともと無気と有気との区

別がないから、呉音でも漢音でも全清と次清は清音字として反映されるのが一般的であ

る。それから日本語には清音と濁音の区別があるから、有声音である全濁は日本呉音で

は濁音に反映されるのが一般的である。漢音では全濁は清音に反映されるが、それは中

国原語の全濁の無声化によって全濁が清音に変わった影響を受けたからである。

日本語の歴史から分かるように、日本で言う清濁は韻母と関係なく声母に関わる問題

で、韻鏡派の清濁範疇にある。上代の万葉仮名をみると、「我」と「可」とは韻母は同じ
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であるが、「我」はガ行に、「可」はカ行に用いられていた。このような例は万葉仮名で

は枚挙に遑がない。それから字音書にも清濁に関する記述が残されている。例えば明覚

『反音作法』に「平上去入依下字軽重清濁依上字」とあるが、これは反切において、帰字（反

切される字）の声調は反切下字に、軽重清濁は反切上字に決められると解釈される。し

たがって、日本での清濁は声母の範疇の概念として理解して差し支えない。

二

法華経音義類は日本では奈良時代以来たくさんできているが、その中、保延二年本『法

華経単字』が現存する最も古い写本とみられる。これは崇徳天皇の保延二年（1136 年）
に源実俊が筆写したものであり、鎌倉初期の呉音の重要な研究資料である。

この写本は、妙法蓮華経（法華経）中の単字（漢字一文字、熟語に対して言う）を品

順に分けて抽出し、これに反切によって音を注し、朱の声点を施し、また片仮名で訓を

加え、なお全部ではないが、音をも片仮名で表記してある。

「反切」とは一つの字に対して、二つの文字を用いて字音を示す注音方式である。反

切された字を帰字と呼び、反切に用いる二漢字のうち前の漢字を反切上字と呼び、後ろ

の漢字を反切下字と呼ぶ。つまり、反切上字の子音と反切下字の母音と声調を組み合わ

せると帰字の音になるわけである。

保延二年本『法華経単字』の特徴的なところと言えば、反切が中国の本来の反切では

なく、日本独自の反切の形を取って音注し、しかも清濁を声点と同時に示したところに

ある。この『法華経単字』の反切に用いられた濁音字には朱点が二つ付いてあるから、

朱点で清濁を判断することができる。

清濁を判断するのに濁声点以外に直音注音資料を利用することも可能である。直音注

音とは被注字に対して同じ音をもつ違う字を用いて音を示す方法であるが、この注音法

は注音字の清濁が確実に判断できない場合、被注字の清濁も判断し難い欠陥がある。こ

の直音注音法の欠陥を補って、かつより正確に清濁を判断することができる方法に濁声

点がある。ということで、『法華経単字』に用いられた濁声点のもつ意味は大きい。

帰字の声母は反切上字によって決まる。よって、今回は『法華経単字』に用いられた

反切上字の清濁を精査したが、次の通りである（二音字と虫食いなどで声調が判断しに

くいものを除く）。

表 1
清濁 反切上字清音 反切上字濁音声母

全清 606（94％） 36（6％）
次清 188（93％） 14（7％）
全濁 184（43％） 243（57％）

全清音と次清音字例において、反切上字の声点が清音となっているのがいずれも九割
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以上で、反切上字の声点が濁音表記となっている字例がいずれも一割にも達しておらず、

例外はほんの少ししか存在しないと言える。

ところが全濁の字例をみると、43%が清音として反映され、57%が濁音として反映され
ている。

呉音では全濁音字は濁音として反映されるのが一般的な考えであるが、保延二年本『法

華経単字』の全濁音字の四割以上が清音として反映されている。これは呉音に対する一

般的な見識から外れたものと見える。今回は『法華経単字』のこの問題について考察す

る。

三

中国語全濁音の無声化現象は七世紀中頃にすでに始まったようである。水谷真成氏の

研究
(4)
によると、中国原音の有声音の無声化の最も早い例は匣母である。玄奘の『大唐西

域記』及び玄応の『一切経音義』に見られる例で、匣母の字にはイラン語およびその他

の外国語の gh 即ち「γ」に対応して使用されている従来の用法、及び音の入りわたりを
表すために使う用法、この二つ用法のほかに、梵語語頭の h を表す新しい用法が見られ
たと説明した。「この新しい用法は有声摩擦音「匣」音がすでに無声化を始めていること

を物語るものであろう」と氏は考えた。これと同じ頃に禅母にもこのような現象が現れ

たようである。

匣母と禅母が先に無声化したことについて、氏は「思うに、摩擦音および破擦音は単

純破裂音に比して、調音部位も広く、面的性質をもつものであると言えようし、従って

調音方法も浮動し易く、変化も起こり易いものであろう」と分析した。

一般音声学から言うと、有声閉鎖音は持続部より出わたりのオトによって聴覚上特徴

づけられるのに対し、有声摩擦音は出わたりよりも持続部のオトによって聴覚上特徴づ

けられる。したがって、全濁音における持続部無声化の傾向は、聴覚上とくにそれらの

うち摩擦音に顕著であるように感じられるであろう。やがて全濁音無声音化が閉鎖音・

破擦音にまで及んでいった。

全濁音の無声化について、平山久雄(5)氏は「全濁音は、この有気音化によって、出わた

りに粗い声帯の震動すなわち ɦ をともなうようになると共に、持続部における‘こえ’

が弱まり、持続部無声化の傾向が現れてきた」と考えた（以上は水谷氏と平山氏の中国

原語で起きた全濁の無声化現象についての紹介である）。

中国語の全濁音の無声音化現象が起きた時代がちょうど日本に漢音が伝わってきた時

代であって、その影響で日本漢音の全濁は清音表記されることになった。漢音伝来に伴

い、日本朝廷では漢音を正音とし、特にその使用を奨励し、旧来の字音を排除しようと

する思惑があった。

古写本『日本紀略』巻九上に

延暦十一年閏十一月壬午朔辛丑勅明経之徒不可習呉音、発声誦読既致訛謬熟習漢音。

との記録がある。
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明経のみならず、佛教においても漢音に変えようとした。『類聚国史』佛道部に「延暦

十二年夏四月丙子、制自今以後、年分度者非習漢音勿令得度」との記録がある。

漢音が広がっていくのに対して、呉音の使用はかなり制限されている。このような時

代的背景のもとに、呉音も必ず何等かの形で漢音の影響を受けたことは言うまでもない。

実際これまで残されていた呉音資料に多かれ少なかれ漢音が混ざっていることもそれを

裏付けたと考えてよいであろう。

四

次に『法華経単字』の反切下字の声調について検討し、全濁が無声音化する過程で声

調とどのようなかかわりがあるかを検討してみたい。

全濁音の濁音表記と清音表記の声調をそれぞれ『広韻』の声調と対照してみると、次

の表 2の通りである。括弧内の数字は濁音の数で、括弧の前の数は清音字例の数である。
（以下特に説明がなければ、括弧内の数字は濁音字例の数字を示すことにする）。「広」

は『広韻』のことである。『広韻』は中国中古音の代表的な韻書で、体系がほとんど明ら

かになっており、しかも日本漢音の体系がこの中古音体系と一致するため、今回の考察

に用いた。

表 2
広 平声 上声 去声 入声単字

平声 42(9) 18(37) 31(50)
上声 11(14) 0(1) 4(1)
去声 24(74) 7(7) 12(11)
入声 31(37)

表 2 の『広韻』平声に対応する『法華経単字』の全濁平声部分において、濁音字がわ
ずか 9 例しかないのに対して、清音字が 42 例もある。この部分に関して清音字の割合が
高く、無声音化がかなり進んでいると見られる。

日本呉音について、頼惟勤
(6)
氏は、平声は上昇あるいは高平調、上声と去声は低平ある

いは下降調、入声は低調と推定した。

『広韻』平声に対応している『法華経単字』全濁平声をみると、日本呉音の平声全濁

は恐らく本来上昇より高平調であったと推定したい。というのも、全濁の無声化によっ

て語頭が低くなる特徴から考えると、高平調が無声音化によって語頭が低くなって、調

値の大きな変化でよく気づかれると考えられるからである。

次に『広韻』の平声に対応する『法華経単字』の全濁平声の字例を声母喉音・牙音・

唇音・舌音・歯音五音によって分け、声母毎の無声音化について考察する。



( 23 )

表 3
五音 喉音 牙音 唇音 舌音 歯音声調

平声 8(0) 4(2) 5(2) 11(3) 14(1)
清音化率 100％ 67％ 71％ 79％ 93％

表 3 をみると、濁音字より清音字の方が五音のいずれにおいても上回っていると言え
る。とりわけ喉音と歯音字の九割以上が清音字となっており、無声音化がかなり進んで

いると見られる。水谷氏は中国語の全濁の無声音化の過程で一番早く変わったのが匣音

（喉音）と禅音（歯音）であると指摘されたが、表 3 からもそれが裏付けられたと言え
るであろう。また、この表から牙音・唇音・舌音も同様に清音に変わった部分が多いこ

とに気付く。要するに、『広韻』平声に対応する『法華経単字』の全濁平声において、喉

音・歯音だけではなく、五音全般の無声音化がかなり進んでいることが分かる。

次に『広韻』平声に対応する『法華経単字』の全濁去声をみる。

表 2 に示したように、この部分には計 98 例あるが、そのうち清音字は 24 例で、濁音
字は 74 例ある。『広韻』の平声に対応する『法華経単字』の去声字例において、清音字
例が濁音字よりかなり少ないことが分かる。この部分に関して、全濁の無声音化が著し

く遅れていると見られる。

頼氏は、呉音去声は低平調か下降調だと推定したが、おそらく全濁去声は低平調だっ

たであろうとここでは推定したい。というのも、全濁去声に関しては、低平調が更に語

頭を低くすることは難しく、調類の変化が殆どできない状態で、聴覚上気づかれにくい

から濁音のままになっている字例が多かったであろうと考えたからである。

次に『広韻』の平声に対応している『法華経単字』の去声を五音によって細分してみ

る。

表 4
五音 喉音 牙音 唇音 舌音 歯音声調

去声 8(12) 4(6) 4(11) 9(18) 6(24)
清音化率 40％ 40％ 27％ 33％ 20％

表 4を見ると、五音全体にわたって無声音化が進んでいない状態にあることが分かる。
そのうち、喉音において、20 例のうち 8 例が清音となっており、清音化が半分にも至

っていないことが分かる。また牙音は 10 例のうち 4 例が清音となっており、半分弱が清
音化していることが分かる。さらに歯音は 30 例のうち 6 例が清音となっており、歯音全
体の二割しか変わっておらず、無声音化率が一番低い。

全般に喉音と牙音の字例は四割に、歯音・唇音・舌音は三割前後になっている。高平

調の場合喉音と歯音は共に無声音化が進んでいると言えるが、低平調の場合両方とも進

んでいない中、歯音がとりわけ遅れているように見える。
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それから表 2を見ると、入声において、計 68字例のうち、31例が清音となっている。
頼惟勤氏の推定によると、入声は低調である。したがって、これは去声の低平調に清音

化が進まないところと軌を一にすると考えたい。

以上、『法華経単字』にある全濁の清音化の検討で、日本呉音において、全濁が清音化

する過程で声調の影響を受けて、各子音の清音化の進み具合が異なっていたことが分か

った。

今回は中国原音で起きた全濁の無声音化現象が日本呉音に及ぼした影響を考えて分析

を進めてきた。実際日本呉音にある全濁の清音化現象は呉音の歴史の中で複雑に絡み合

って生じた現象であると考えた方がよい。日本呉音は複数回にわたって中国から伝わっ

てきたものであるため、伝わった当時の中国原語の清濁問題も考慮する必要があり、加

えて日本語の清濁の揺れについても考える必要がある。要するに、全濁の無声化現象が

起こる前に、すでに中国原音方音の面から、或は日本語の面から影響を受けて既に清音

になっているものも必ず存在するはずである。

日本呉音の全濁の清音化についてより確実にするならば、具体的な全濁字について分

析し、検討する必要があると考える。
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